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れ
て
い
ま
す
。

　

領
内
巡
視
に
か
か
る
費
用
や
移
動
に
必
要
な
人
馬

は
、関
係
す
る
郡
内
に
割
り
当
て
ら
れ
、村
や
浜
単
位

で
負
担
し
ま
し
た
。ま
た
巡
視
に
同
行
し
た
家
臣
た
ち

の
食
事
に
つ
い
て
も
、諸
士
・ 
凡  
下 
・ 
郡
方  
横  
目 
・ 
在  
郷  
御 

ぼ
ん 

げ 

こ
お
り
か
た 
よ
こ 

め 

ざ
い 

ご
う 

お

 
足  
軽 
な
ど
の
身
分
や
役
職
に
よ
っ
て
、「
壱
汁
壱
菜
」や

あ
し 

が
る

「
壱
汁
無
菜
」、「
濃
醤
※
付 
御  
湯  
漬 
」と
献
立
の
内
容

お 

ゆ 

づ
け

が
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
領
内
巡
視
を 
滞 
り
な
く
進
め
る
た
め
、大

と
ど
こ
お

肝
入
・
長
沼
平
左
衛
門
の
も
と
に
は
数
多
く
の
事
項
が

通
達
さ
れ
ま
し
た
。藩
主
に
よ
る
領
内
巡
視
は
、施
政
の

状
況
を
確
認
す
る
ほ
か
、村
内
で
両
親
や
病
気
の
家
族

を
看
病
す
る「
孝
養
貞
節
之
者
」に
対
し
て
褒
美
を
与
え

る
な
ど
、藩
主
の
威
光
を
領
民
に
示
す
機
会
で
も
あ
り
ま

し
た
。そ
の
目
的
や
入
念
な
事
前
準
備
か
ら
考
え
て
も
、

領
内
巡
視
は
仙
台
藩
当
局
と
受
け
入
れ
る
地
域
側
の

双
方
に
と
っ
て
一
大
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
こ
と
が 
窺 
え
ま
す
。

う
か
が

そ
の
際
に
藩
と
地
域
間
の
連
絡
調
整
を
行
い
、両
者
を

 
繋 
ぐ
存
在
と
し
て
職
務
に
あ
た
っ
た
の
が
、長
沼
平
左
衛

つ
な門

を
は
じ
め
と
す
る
大
肝
入
た
ち
だ
っ
た
の
で
す
。

　
　
　

※「
濃
醤
」…
濃
漿（
こ
く
し
ょ
う
）の
こ
と
か
。「
濃
く
仕
立
て
た

味
噌
汁
」（『
広
辞
苑
』）
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五
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近
世
後
期
以
降
、牡
鹿
郡 
十  
八  
成 
組
で
大
肝
入
を

く 

ぐ 

な
り

務
め
た
長
沼
家
に
伝
わ
る
文
書
が
昨
年
、石
巻
市
に
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。そ
こ
で
今
回
は
、仙
台
藩
主
の
領
内
巡

視
に
関
し
て
藩
か
ら
の
通
達
な
ど
を
ま
と
め
た「
御
出

馬
方
被
仰
渡
留（
ご
し
ゅ
つ
ば
か
た
お
お
せ
わ
た
さ
れ

ど
め
）」か
ら
、地
域
側
の
対
応
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　

天
保
一
二（
一
八
四
一
）年
、仙
台
藩
第
一
三
代
藩

主
と
な
っ
た
伊
達
慶
邦
は
、翌
年
仙
台
入
り
し
ま
し
た
。

藩
主
の
領
内
巡
視
は「
御
出
馬
」と
呼
ば
れ
、仙
台
藩

主
は
代
替
わ
り
毎
に
領
内
を
一
巡
す
る
の
が
通
例
で
し

た
。慶
邦
が
牡
鹿
郡
を
訪
れ
る
の
は 
嘉  
永 
三（
一
八
五

か 

え
い

〇
）年
の
こ
と
で
、嘉
永
五（
一
八
五
二
）年
に
は
気
仙

郡
や 
登
米 
郡
な
ど
も
回
っ
て
い
ま
す
。嘉
永
三
年
の
巡

と

よ

ま

視
は
、利
府
か
ら 
寒  
風  
沢 
、野
蒜
を
通
り
、石
巻
に
三
日

さ 

ぶ 

さ
わ

程
滞
在
し
た
後
、大
原
、女
川
、雄
勝
、大
須
、 長  
面 
と

な
が 

づ
ら

海
岸
沿
い
を
通
り
、横
川
、広
渕
、涌
谷
を
経
て
、松
山
、

吉
岡
方
面
へ
と
移
動
す
る
二
十
日
間
程
の
旅
程
だ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

近
世
期
の
牡
鹿
郡
は
行
政
上
、陸
方
と
浜
方
の
二
つ

に
分
け
ら
れ
、浜
方
は
さ
ら
に
狐
崎
組
・
十
八
成
組
・
女

川
組
に
三
分
割
さ
れ
て
、管
轄
地
域
内
の
行
政
を
執
り

仕
切
る
大
肝
入
が
一
人
ず
つ
お
か
れ
ま
し
た
。領
内
巡

視
の
行
程
中
に
大
肝
入
た
ち
は
、管
轄
す
る
地
域
内
で

藩
主
一
行
を
案
内
す
る
役
割
を
与
え
ら
れ
、陸
方
・
阿

部
与
平
治
、狐
崎
組
・
後
藤
庄
右
衛
門
、十
八
成
組
・
長

沼
平
左
衛
門
、そ
し
て
女
川
組
・
木
村
五
郎
七
は
、そ
れ

ぞ
れ
管
轄
地
域
の
境
か
ら
案
内
役
と
し
て 
御  
目  
見 
し
、

お 

め 

み
え

藩
主
一
行
に
加
わ
り
ま
し
た
。ま
た
こ
の
時
、昼
食
場
所

や
宿
泊
場
所
を
提
供
し
た
有
力
者
た
ち
も
、 麻  
上  
下 
や

あ
さ 

か
み 

し
も

 
羽  
織  
袴 
を
着
用
し
て
藩
主
に
御
目
見
す
る
こ
と
が
許
さ

は 

お
り 
は
か
ま

い
っ
た
悪
性
疾
患
が
隠
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
場
合
は
、
あ

ら
か
じ
め
が
ん
に
対
す
る
手
術
を

想
定
し
て
治
療
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

当
院
で
は
高
性
能
Ｃ
Ｔ
に
よ
る

診
断
に
基
づ
き
、
虫
垂
炎
の
手
術

は
腹
膜
炎
な
ど
を
合
併
し
な
け
れ

ば
腹
腔
鏡
を
用
い
た
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。
腹
腔
鏡
手
術
は
、
傷

も
目
立
た
ず
日
常
生
活
へ
の
復
帰

も
早
期
に
可
能
で
す
。
腹
膜
炎
を

起
こ
し
て
い
る
場
合
は
、
開
腹
し

て
腸
管
の
切
除
が
必
要
に
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は

吸
収
性
の
縫
合
糸
（
体
内
で
自
然

に
溶
け
る
糸
）
を
用
い
て
、
術
後

の
傷
の
感
染
や
腹
腔
内
の
感
染
を

少
な
く
す
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
、
お
腹
の
痛
み
が
続
い
て

困
っ
た
時
に
は
、
か
か
り
つ
け
の

先
生
か
、
当
院
消
化
器
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

　

お
腹
の
右
下
が
痛
く
な
っ
て
、

「
盲
腸
だ
か
ら
切
っ
ぺ
し
」と
言
わ

れ
た
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ

の
盲
腸
っ
て
誰
が
呼
び
始
め
た
の

か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
医

学
的
に
は
少
々
ず
れ
た
名
称
で
す
。

盲
腸
と
は
大
腸
の
先
端
部
位
を
指

す
言
葉
で
、
実
際
に
炎
症
を
起
こ

す
場
所
は
虫
垂
と
呼
ば
れ
る
盲
腸

か
ら
出
る
細
長
い
袋
状
の
臓
器
な

の
で
す
。
で
す
か
ら
盲
腸
は
、
正

式
に
は
虫
垂
炎
と
呼
び
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
虫
垂
炎
で
す
が
意

外
に
診
断
が
難
し
か
っ
た
り
、
ま

た
、
こ
じ
れ
る
と
治
療
が
非
常
に

困
難
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
最
近
は
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
画

像
診
断
の
精
度
が
飛
躍
的
に
進
歩

し
、
虫
垂
炎
の
診
断
も
ほ
ぼ
確
実

に
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

右
下
腹
部
の
あ
た
り
の
痛
み
を
起

こ
す
そ
の
他
の
病
気
と
し
て
、
大

腸
の
憩
室
炎
や
、
腸
炎
、
女
性
で

あ
れ
ば
婦
人
科
疾
患
（
子
宮
付
属

器
炎
な
ど
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
疾
患
は
内
科
的
治
療
で

治
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
画
像
診

断
の
進
歩
に
よ
り
不
要
な
手
術
を

回
避
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
腸
が
ん
や
虫
垂
が
ん
と

伊
達 
慶  
邦 
の
領
内
巡
視
と 
大  
肝  
入 

よ
し 

く
に 

お
お 

き
も 

い
り

石
巻
市
文
化
財
保
護
委
員　

勝　

亦　

浩　

之

６4

盲
腸
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

外科部長

兒玉　英謙
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子育て支援センターってどんなところ？
◎親子（祖父母と孫）で一緒に遊んだり、いろいろなお友だち（ママ友）と

楽しく子育ての情報交換ができます。もうすぐママになる方もどうぞ！

　いろいろなお友だちと親子で楽しく遊びましょう！

◎子育てのヒントが得られます。

◎居住地に限らず、どのセンターでもご利用できます。

�詳しい内容は、各センターだよりをご覧になるか、電話でお問い

合わせください。

◎電話相談、来所相談ができます。　～ひとりで、悩まないで～

市子育て支援センター
　（申・問　はまなす保育所内　�・FAX24-1260）

★あそびの広場

�０歳～１歳半　　16日�　23日�　30日�

�１歳半～２歳半　17日�　24日�　31日�

�２歳半～３歳半　18日�　25日�

�３歳半以上　　　20日�　27日�

★かまっこ広場（ところ　釜会館）　　

�あそびの広場　（１歳半以上）　23日�

�かんがるー広場（０歳～１歳半）31日�

★かもめ広場（ところ　かもめ学園）

�あそびの広場　（1歳半以上）　

　19日�　向陽コミュニティセンターで行います。

�かんがるー広場（0歳～1歳半）　27日�

※いずれも午前10時～１１時 (受付　午前9時30分～) 費用無料　　

申込不要

なかよし保育園子育て支援センター
（申・問　�96-4551･FAX22-9881）

★親子教室

�１歳半～２歳半　３日�　１０日�　

�２歳半以上　１７日�　２４日�

★すくすく赤ちゃん

�ネンネ・寝返りグループ　　　5日�　12日�

�ヨチヨチ・ハイハイグループ　19日�　26日�

★ツインズ・デーと孫育て広場

　13日�　20日�

※いずれも午前10時～11時30分　　費用無料　申込不要

●プール交流　　　

　と　き　6日�　　午前１１時～　　持ち物　水着、タオル

　費用無料　　要申込

●育児講座「歯みがき教室」

　と　き　　27日�　午前10時30分～

　講　師　　歯科衛生士　　

　費用無料　要申込

牡鹿地区子育て支援
　（申・問　牡鹿総合支所保健福祉課　�45-2113）

★子育て支援事業　「ぐんぐんすくすく」　　　

　26日�　午前10時～　牡鹿保健福祉センター（清優館）

　内　容　絵本で遊ぼう　　※事前に参加登録が必要です。

子子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育育ててててててててててててて支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援コココココココココココココーーーーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーー子育て支援コーナー

石巻市の人口と世帯数 平成２２年7月１日現在
（　 ）内は昨年同月比

78,803人  （－530人）

163,351人 （－1,346人）

84,548人 （－816人）

60,766世帯 （253世帯）

　表紙を飾っていただいた赤道さんを取材したときに、仕事のことなどいろ
いろな話を聞かせてもらいました。

　今、どの分野でも貴重な存在になっている職人さん。職は違うけど、私の父も大工として何軒もの家を建て、損得で
はない「技」というものを追及してきた一人なので、赤道さんの話にはとても身近に感じられるものがありました。
　しかし、いざ、わが身に置き換えると・・・まだまだ、ひよっこで、職人（プロ）意識を高めて仕事に取り組まなくてはと
改めて感じました。　　　　　　　　　 　　Ｍ・Ａ

ＦＡＸ電話番号相　　談　　場　　所
24-1260市子育て支援センター（はまなす保育所内）

22-988196-4551なかよし保育園子育て支援センター
62-235961-1601河北子育て支援センター（飯野川保育所内）

72-4670河 南子育て支援 センターパプラ
76-4521桃生子育て支援センター（キッズホーム）

◆◆◆ 編集後記 ◆◆◆

　河北子育て支援センター
（申・問　飯野川保育所内　�61-1601　FAX62-2359）

★あそびのひろば　　

　開放日　毎週月・水・木曜日　午前10時～11時30分

　持ち物　帽子・水筒（お茶または水）、着替え、手拭ハンカチ

※天気の良い日は、プール遊びをします。水着、タオル、着替えな

どを持ってきてください。

●すいかわり会

　と　き　　26日�　　午前10時～11時30分

申込方法　 2日�から23日�まで、来所または電話で申し込みく

ださい。

　※参加費は、当日の参加人数により決定します（当日集金）

雄勝地区子育て支援
（問　雄勝総合支所保健福祉課　�57-３６１１）

★みんなのキッズひろば（ところ　雄勝母子健康センター）

～いろいろなお友達と親子で楽しく遊びましょう！おじいちゃん、

おばあちゃんもご一緒にどうぞ～

　19日�　午前10時～11時30分

河南子育て支援センターパプラ
　（申・問　�･FAX72-4670）

★わいわいサロン　河南農村環境改善センター（パプラ）　２階

　午前９時３０分～１１時３０分　

　持ち物　親子の飲み物、上靴、着替えなど

�０歳～１歳親子　３日�　１０日�　１７日�　３１日�

�２歳以上親子　　５日�　１２日�　１９日�　２６日�

●スクエア子育てひろば

�親子ふれあいコンサート

　～あきらちゃんとラーメンちゃんのコンサート

　と　き　２５日�　午前１０時１５分まで集合してください。　

　ところ　河南農村環境改善センター　多目的ホール

　参加費　１家族２００円

　申込方法　参加費を添えて２０日�まで申し込みください。

�さつまいも畑の草取り

　と　き　２１日�　午後４時～５時　旭山体験農園　

桃生子育て支援センター「キッズホーム」
（申・問　バイオ研修センター内　�７６-４５２１）

★あそびの広場　　午前９時３０分～１１時３０分

�０歳～１歳親子　５日�　１２日�　１９日�　２６日�

�２歳以上親子　　４日�　１１日�　１８日�　２５日�

�広場開放日　　　３日�　１０日�　１７日�　３１日�

●どんぐり子育てひろば　

　「ラーメンちゃんとあきらちゃんのコンサート」

　と　き　２４日�　午前９時４５分開演

　ところ　地域福祉センター

　定　員　４０組親子　　　参加費　１家族１００円　

　申込方法　申込用紙に記入の上、申し込みください。

北上地区ひまわり子育て支援
　（問　北上保健センター　�67-2301）

★ひまわりキッズ　午前１０時～１１時３０分

　持ち物　　親子の飲み物、上靴、着替えなど

�北上公民館　　　　２日�　９日�　２３日�　３０日�

�北上保健センター　４日�　１１日�　１８日�


